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　地球環境は ， 環境 ・社会 ・経済 と密接な関わ りをもち ， そ の 劣化は深刻化し て い る．

　特 に 環境 問題 は，日常生活 と事業活動か ら生 じる環境負荷 に よる もの で ある と多 くの 人 々 は問題

点が分か っ て い る．しか し， その 問題点 を容 易 に 取 り除けな い の が 現実で ， あ る べ き 姿 と実態 の ギ

ャ ッ プ をい か に 縮め る か が難 し く，解決策を模索 して い る．また，環境 問題 はその 多様性 と複雑性

か ら解決に は ， 幅広 い 観点か らの 検討 が 必要 で あ る．国民
一人 ひ と り と経済社会 の在 り方 に ，具体

的 な行動 に よ り持続可能な変革 へ の取 り組み が重要視され る．

　そ こ で T 社 は ， あらゆ る局面 で 環境 へ の 配慮が 必須 で 企 業経営上 の 主要課題 で あ る と し ， 環境 マ

ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 導入 を推進し た．こ の組織の
一
部で あ る コ ン トラ ク トフ

ー
ドサ

ービ ス の S社

は ，
こ の 取 り組み に 参加 す る 機会 を得，給食部門 に お け る環境維持 ・改善の 管理活動 を行 っ て い る．

こ の 活動 の 過程 と結果 に つ い て 実態調査 を し ， 併せ て管理栄養士 ・栄養士 の 給食運営 に お け る専門

性を検討 した．

　給食施設 に お ける 環境問題 は ， 生 ゴ ミや廃棄物 ， 水質汚染な どが あ り，PDCA サ イ ク ル を 基 本 と

す る ISO14001の 取 り組み は，日常 の管理栄養士
・栄養士 の業務の遂行と密接な関わ りが あ る．

　 こ の ISOI4001 の 実施 に は，給食運営に お い て ， 栄養 ・安全 ・経済面 を考慮 した 円滑 か つ 効率的 な

給食経営管理 を行う管理栄養士 ・栄養士 の マ ネ ジ メ ン ト能力 や リーダーシ ッ プ な どが要求 され る．

　導入過程 で は，管 理 栄養士 ・栄養士 の 日常業務 に加 えて 種 々 の データ の 抽出，作業の 標準化，廃

棄物等の 減量化対策 ， 文書化等膨大 な仕事 量 の 増加 が み られ た．

　管理 活動 で は，販売予測 や売れ 残 り対策 ， 予定食数配分，調理 ・供食 シ ス テ ム を考慮し た作業効

率な ど に よ る コ ス ト管理や販売管理，顧客及 び 従業員 の 満足度や サ ービ ス の グ レ ードア ッ プ を図 る

た め の 顧客管理，多種化 ・多様化さ れ た食材 の 研究や流通経路や シ ス テム を視野 に 入 れ た食材の動

向や情報の 入 手等の購買管理 な ど， 実践 に よ る管理栄養士 ・
栄養士 の専門性の発揮 に よ り ， 生 ゴ ミ

や 廃棄物の 削減 に よ る環境負荷の減少が み られ た．

　ま た ， 繰 り返 さ れ る教育訓練 や 環境 目標 の 達成は従業員 に 自信 を も た ら し ， 社内 が一
本化 さ れ業

務改革へ の 意識が 向上 し て き た な ど導入 メ リッ トも多 くみ られた，

　給食部門 に お い て の ISO14001 の 取 り組 み の 推 進 は ， 栄養 ・食事計画 か ら 品質管理 を含 め た 給食

の 実施 ， 給食運営の評価検討に 至 る管理栄養士 ・栄養士 の 管理 の実践 に よる と こ ろ が 多い ．給食経

営管理 に お け る管理栄養士 ・栄養士 の 専門性を この 管理活動の取 り組み 内容か らご く
一

部 で あ るが

推察さ れ た ．

キ ーワード　環境問題 ，
ISO14001

， 給食運営 ， 管理栄養 士 ・栄養 士，専門性

　　　　　　environment 　 problems，　 ISO14001，　 foodservice　 administration ，　 registered 　 and

　　　　　　unregistered 　dietitians，　 specialty
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はじめ に

　今 日私た ち が直面 し て い る環境問題は，地球環境 と

い う空間的な広が り と，将来 の 世代 に わ た る 影響 と い

う時間的な広 が り を持つ 人類共通 の 課題 で あ る．地球

環境問題が 国際的に 大 き く取 り上 げられ る よ うに な っ

た の は ，
1992年の リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ で開か れ た 国連環

境開発会議 （地球サ ミ ッ ト）で あ る
1）．地球環境破壊防

止 の た め に 何 をな す べ き か ， 人 類 の 行動計画 と して 「ア

ジ ェ ン ダ21」， 地球環境憲章 と して 「リオ 宣言」が採択

され た
u2 ）．

　環境問題 に 対 す る
一

般社会 の 意識は ， 「私 自身 の 問題

で はない ．」「私た ち 自身の 問題 で あ る．」「全地球的な

グ ロ ーバ ル な問題 で あ る．」 と い う変遷 をた どっ て い

る．一
方 ， 産業界で は ， 「何 と か な る だ ろ う．」「許認可

を 取得 し て トラ ブ ル を避 けた方 が よ い ．」「企業と その

製品 の競争力に と っ て脅迫的な事態に な っ た ．市場参

入 の 機会で も あ る．新 しい 企業挑戦で あ る ， 企業の経

営理念 で あ り， 企業 イ メ ージの 問題で あ る．」と い うよ

うに 環境意識が変化し て きて い る
3 ）．

　環境庁 （環境省）は ， グ ロ ーバ ル な 環境問題 と し て ，

地球温暖化，種の 多様性 の 減少，オ ゾン 層破壊，酸性

雨 ， 森林減少 ， 砂漠化 ， 有害物質の越境移動， 海上 汚

染 ， 途上 国 の 公害の 9 つ をあげて い る
］）” ）．

　 こ れ らの 多くは ， 企業の 生産活動 に よ っ て もた らさ

れ て お り， 企業の マ ネ ジ メ ン ト課題 で もあり， 社会経

済 シ ス テ ム に 環境配慮 を織 り込 む 必要 が あ る 5〕。わ が

国 で は ， 高度経済成長期 に お い て ，環境 へ の 配慮が不

十分 で あ っ た こ と か ら ， さ ま ざ ま な 環 境 汚 染， 公 害，

自然破壊 な どが 生 じ た．また，そ の 後 の 経済安定成長

期 に は ， 大量生産 ， 大量消費 ， 大量廃棄型 の 大都市集

中の 社会経済活動や生活様式 の 定着が進 み ， その 結果

新たな問題 が発生 して きた．「大都市地域 の 窒素酸化物

な ど に よ る大気汚染」 「生 活排 水 な ど に よ る 水質汚濁」

「廃棄物 の 排出量 の 増大」「化学物質 に よ る環境汚染」

「新た な技術開発 ， 利用 に伴 う 新 た な 環境汚染」 な ど

が あげられ る
2〕．

　 こ れ らの環境問題 に総合的に取 D組む た め に 環境基

本法 が 1993年 11月 に 制定 され， こ の 法律に 基づ き ， 国

の 環境基本計画 は 1994年12月に 定め られ た．こ の 環境

基本計画 は
， 「循環」， 「共生」， 「参加」「国際的取 り組

み」が実現 さ れ る社会を構築す る こ と を目標 に ，施策

の 大綱 ， 国や国民 ， 事業 者 ， 団体な ど各主体の 役割 ，

政策手段な ど が定め られ て い る．

　厳 し さ を増す法規制，環境保全 を助長 す る た め の経

済的政策及 び そ の 他 の 対策 の 開発 ，並 び に 持続可能 な

開発 を含 む 環境 問題 に 対 する利害 関係者の 関心 の高ま

りな ど産業界 に対す る プ レ ッ シ ャ
ーも強 くな っ て き て

い る．そ こ で あ らゆ る種類 の組織で は ， 自らの環境方

針及び環境目的を考慮し て，自ら の 活動，製品又 は サ

ービス が 環境 に 及 ぼす影響 を管理 す る こ とに よ っ て ，

健全な環境 パ フ ォ
ーマ ン ス を達成 し，実施す る こ と へ

の 関心 が 高 ま り， 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の導入 が

普及し ， 認証登録件数 は 2DO3年 8 月現在 12，725件 で あ

る
6〕．

　 こ の よ う な社会的背景の な か で，1998年，T 社 の

ISOI4001 の 認証取得推進 に 伴 い
， 組織の

一
部で あ り関

連会社 と し て S 社 で は ， 給食部門 で の 環境維持 ・改善

の 管理活動 の 導入 の 機会 を得 ， 実施 の取 り組み を始め

た ．

　これ らの 管理活動 に は，減量化 へ の 対策 ， 調理作業

等の標準化 ， 文書化な どが あ り管理 栄養士 ・栄養士業

務の 食事計画が 重要 に な る．従 っ て給食運営が栄養 ・

安全 ・経済面 な ど を考慮 し ， 円滑 か つ 効率的 に 行 わ れ

るに は残食問題 を含 めた販売管理や リス ク管理 ， 給食

の 設備計 画 を 含 め た コ ス ト管理 な ど，給食経営管理 を

視野 に 置 い た管理栄養士 ・栄養士 の 給食運営業務の 遂

行実践力が求 め られ る．ま た ， 給食経営 に 関し て ，経

営的 に 捉 える視点や感覚 を持 ち ， 環境の変化や 時代の

要請に応 え られ る管理 者と して の 総合的な マ ネ ジ メ ン

ト能力，従業員 の 意識向上や教育訓練などに関す る リ

ーダーシ ッ プな どが要求され る．

　そ こ で 今回 ，

一
事業所給食 に お け る ISOI4001 の 導

入経過 と結果に つ い て の 実態調査 を し ， こ の 取 り組 み

に よ る管理 の 現状 と給食運営 に つ い て 検討 し， 併 せ て

給食経営管理 に お け る管理栄養士 ・栄養士 の専門性 を

探る こ とを 目的に 検討し た．

方法

1．期間 と対象

　調査期間は ， 1998年か ら2002年 とし，調査対 象 は ，

T 社 と委託契約 を して い る S 社 の
一事業食給食施設 で

あ る．

2 ．内容 と方法

　調査 内容 は ， T 社の ISO14001の 導入 計画 に 基づ い

て進め られた管理活動 の 内容 と経過 で給食部門と し て

の 取 り組み で あ る．方法は ， 環境マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ

ム 導入 に 係 る一
連 の 資料及 び 導入過程 に お け る実態 と

一 108 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nago 頭
．
　 BUnri 　 Univer8ity

一
事 業所給食施設 に お ける ISO140elの導入 と給食運営 に 関 す る 研究

表 1　審査項 目と内容

  文 書化 規定要求事項 に 適合 した シ ス テ ム が 構築 され ， 文 書 化 さ れ て い る か ．

  実施状 況

・シ ス テ ム は 真 に運用 さ れ て い る か．見 か けだ けで はな い か．
・経 営 者 ， 管理 者 ， 作業者 レ ベ ル で 活動 の 整合性が 取れ て い る か ．

  証 拠 シ ス テ ム を運 用 した 結果 を立証 で き る か．記録 は あ る か ．

  有効 性 シ ス テ ム は有効 に 機能 し
， 成 果 を あ げて い る か．

表 2　 取得活動 日程

実 　施　項　 目 主 　担 　当

19982345678910ll121999123

全

　
体

　
計

　
画

審査 ：第 三 者機関

内部審 査

ISO 連 絡会 議

キ ッ ク オ フ 大会

各地 区環境推進委員会

環境管理責任者

　 　 同

「技」

事務局

　 　 同

○

○

○

0
申請

00

○

契約

○

○

QO0000

○

予備審

oOCI

OoO

0
第1審

00Oo ○

○

○

第2審

O

o 工 場長に

よる見直し

○

登録

調査 ・集計 ・評価

原案作 成 ・審議

文

　
書

　
作

　
成

環 境 側 面 の 特定

目的，冖標，方針 の 決定

環境 マ ニ ュ アル の 作成

活動 計両 （設 計 ・製造 ）

環境 マ ネ
ー

ジ メ ン トプ ロ グラ ム

業務 乎 順 作成

教育訓練 （関連。協力会社含 む）

ISO 適合化

事務局

同

「技」

事務 局

各部署

同

同

同

作成 ・追加 ・改善

導入 教 育

教

　
育

内部監査員教育

工 場プ ロ ジ ェ ク トメ ン バ ー教 百
ニ ュース ，ス ロ ーガ ン 提示

第三 者機関

○

○

oO

○ 　 ○ ○

o 監 査員 登録

　 　 ○ 00OI ○ o

管理 栄養士 ・栄養士 の給食経営管理 の 実践 に つ い て 調

査検討 した．

結果

1．導入 の プ ロ セ ス

（1） 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の認証 ・登録

　ISO14001は ， 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 仕様を定

めた規格 で あ る．基本的 な構造は ，
PDCA サ イ ク ル の

プ ロ セ ス を繰 り返す こ と に より，環境 マ ネ ジ メ ン トの

レ ベ ル を継続的 に 維持改善 し て い こ うと す る もの で あ

る．

　 T 社 は，環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 認証 ・登録 を

英国の 認定制度 に よ り登録認定受 けた機関に 認 定さ れ

て い る L 社 に 依頼を して い る．

　 シ ス テ ム の 審査，認証 及び登録 の 手順 は，申請 ， 予

備審査，第 1段階審査 ， 第 2段階審査 をへ て ，
シ ス テ

ム に 不適合 が な く成功裏 に 終 了 し，主任審 査 員 の 審査

報告書が審理承認 さ れ ， 証明書が発行さ れ る こ とに よ

り認証会社 と して 登 録 さ れ る．有効期間 は
，

6 ヶ 月毎

の サ ーべ 一ラ ン ス に よ り ，効果的な 運用維持が条件 で，

第 2段階審査終了 の N か ら起算 して 3年間 で あ る ．環

境マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 概略 （図 1） と審 査機 関が

常時監視す る 四 大項 目と内容 を表 1 に 示す．

  　導入教育

　ISO14001の認証取得は ， 事業所敷地 内 の 全 て の 組織

が 対 象に な る と し て ，場 内関連会社 の ひ と つ で あ る S

社は ， 1999年 2 月に取得推進協力依頼を受 けた．

　活動 日程 （表 2 ）が 示 さ れ，キ ッ ク オ フ 大会 に お い

て 宣言と推進体制の発表 （図 2 ） と環境推進委員 ，推

進 プ ロ ジ ェ ク トチ ー
ム 委員，関連会社代表者 へ の 導入

教育か ら始め られ た．導入 教育は ， 環境意識 の 変 遷 か

ら，環境 問題 と そ の 対応，事業者の 役割，製品販 売や

廃棄物処理 ， 五 大利害関係者の要求事項な ど に つ い て

の 産業界 に 対 す る プ レ ッ シ ャ
ー，シ ス テム の 基本理念，

マ ネ ジ メ ン トプ ロ グラ ム な ど に つ い て の 内容 で あ る．

（表 3 ）
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P

計

画

↓
D

実

施

↓
C

検

討

魏〔

　　 施計画 と準

　　　　↓
期瑕境 レ ビュ

ー　一実施

　　　　↓
的及 びその 要求事項　一法的要求事項の 特定 ・登録

　　　　　　　↓
境側面 　一一特定と環境影喜の 評価 ・登録

　　　　　　　↓
　　 境方針　一 目的 ・目標設定

　　　　　　　↓
境マ ニ ュ アル 　　　手順書及び作 業指示

　　　　　　　↓
　境マ ネジメ ン トプ ロ グラ ム 　 　ー 作成

制及 び責任　　　・一明確化一 　　　訓練 ・自覚及 び能力

運用管理　　一運用管理 手順書の 作 成一

　　　　 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

　　　 環境マ ネジメ ン トシ ス テ 厶 文書

急事態へ の準備及 び対応　　一文書管理

視 および測定　　一づ記録一 　　環境管理記

　　　　　　　↓
　　　　 点検及 び是正 ・予防処

　　　　　　　↓
境マ ネジメ ン トシス テ ム 監査 　 　 唄 実施

境マ ネ ジ メン トレビュ

図 1　1SO環境マ ネジ メ ン トシ ス テ ム
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表 3　導入教育テ キ ス ト内容

　　　地球環境問題 の 背景と ISO14001 環境マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム 認証取得 に つ い て

1 ．環境意識 の 変遷

2 ．グ ロ ーバ ル な 環境問題

3．地球環境問題 の 特徴

4 。世界的環境問題の 取 り組 み

5．日本の 環 境 問題 の 取 り組 み

6 ．事業者 の 役割

7．全 地球 的 トレ ン ド

8 ．産業界 に 対する プ レ ー
シ ャ

ー

9，ISO14001 環 壙マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 基本理 念

10．基 本的用語 の 定義

ll．環 境マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の ア プ ロ ーチ

12．環境側面の 特定

13．著 し い 環境側面 の 特定

ユ4．法 的 及 びそ の 他の 要求事項

15．環 境側面並 び に 法的及び そ の 他 の 要求事項の 管理 登 録簿

16．環 境方 針

17．環境目的及び目標

18．環 境 マ ネ ジ メ ン トプ ロ グラ ム

19．実施及 び 目標

20．環 境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム 文 書

21．　環境言己録

22．環 境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム 監 査

23．経営層 に よ る 見直 し（マ ネ ジ メ ン トレ ビ ュ
ー
）

24．L 社 の認 証 ・登 録 制度

（3｝ シ ス テ ム の ア プ ロ ーチ

　 シ ス テ ム の 構築 と運用 は，自らの 活動，製品又 は サ

ービ ス の どの 要素が環境 と相互 に影響しうる か ， そ の

環境側面 を どの ように 管理 し，継続的 に 改善を図 る か

見極め特定す る こ とか ら始ま る．

　推進活動 は，従業員 へ の 導入教育 お よ び文書の 作成

か ら ス タ
ートし た．1998年 2 月 か らの取得推進及び管

理活動 の 経過 の 概要 を表 4 に 示す．

（4） シ ス テ ム 導入 へ の 展開

　 シ ス テ ム 導 入 の は じめ は ， 対象 と な る事 業所 お よ び

施設 の概 要 （表 5） と事業 工 程及 び使用 ・排 出工 程 の

概要 （表 6）の提示 で あ る．

　給食施設 は，事業所敷地 内の 中央，厚生棟 2 階 に 位

置し ， 広 さ約 670m2 で ， 1992年 に
一

部カ フ ェ テ リア レ

ーン に 改修 したが機器設備 とも旧態然 と して 老朽化 が

進ん で い る．

　　　　　 塵

　　　　　　 1

図 2　認証取得体制

　給食 の 管理運営 は， 補助金制 の 委託契約 で ，喫食率

約 90％ ， 工E【1 回食で 月間平均給食数6，000食で あ る．

月間給食数 は ， 調査期 間 に お い て 大 きな変化はみられ

な い ．供食形態は，主菜 3種，副菜 3種 ， そ の他か ら

選択 ， 麺類 ，
カ レ

ー
ラ イ ス 等 の ア ラ カ ル トが 用意 さ れ

た変形カ フ ェ テ リ ア方式 で あ る．献立 は ， 不規則な サ

イ ク ル の 変形 サ イ ク ル メ ニ ュ
ーで あ る．食材 の 調達 は，

食材専門業者か らの購入 を 基本と し，
一

部生鮮野菜類

を自社便 に よ り市場購 入を行 っ て い る．

　廃棄物の 処理 で は ， 喫食者の食 べ 残し や調理 に よ る

残菜 や 残飯 な ど の 厨芥物 は ，処理業者 と 1kg 当た り

21円の 業務委託契約を結び処理 を依頼し て い る．そ の

他の 廃棄物 に つ い て は，場 内廃棄物処理 ル
ー

ル に 従 い

分別処理 し て い る．

　廃油は，当初乳化剤使用 に よ る排水処理 を し て い た

が，水質汚染を 回避す る た め に 回収業者に処理 を依頼

し て い る：

　事業工 程 は ， 給食部門 と し て食事 ・栄養計画 か ら献

立作成 ， 下処理，本調理，供食，下膳，洗浄 な ど をへ

て 食器 ・器具 の 保管 に 至 る作業工程の循 環 で あ る．

　 エ ネル ギーの 使用 工 程 は，加熱機器 や 下処琿工 程 で

使用 す る機器 ， 保管保存機器 を中心 とした電力や LP

ガ ス の使用 お よび電灯や事務機器等 の 消費で あ る．

　排 出工程は，食材や 機器の洗浄 ・消毒 ・殺菌 ， 衛生

等に関わ る排水 ， 食材購入 に 付帯す る容器 ・包装 ・梱

包資材，食材 の
．
ド処理 や調理 ， 喫食者の食べ 残 し な ど

の 厨芥物， 調理 過程で 産出す る 廃油 に 係 る処理及 び 回

収で あ る．

　 次 に 基本 的な環境状況 と環境問題 を理解す る た め に

現状 ・実態 を明確 に す る 必要が あ り，現在活動の評価
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表 4　 1SO14001 認証取得推進へ の 参加経過

年 月 項　 目　及　び 　内　容

19982

3

45689

上Dlll2

【SOl4UOI認証取得推進協力の 依頼

　　 ・iSQ14DD1 環境 マ ネ ージメ ン トの 解 説

　　 ・置SO1動 団 認 証取 得計 画

キ ッ ク オ フ大 会式 （認証取得活動 ス タ
ー

ト〕

導入 教育

　　 ・ビデォ 「地球 環境 問題 の 背 景 と ISO 環 境 マ ネ
．一

ジ メ ン ト

　　　シ ス テ ム 認証取得 に つ い て 」

置SO＜ E．＞NEwS 発行

　　
・
活 動状 況

・
進行状況

・
解説

事業 所概要，環境側 面 の 拙 出及 び特 定 〔抽 出 シ ート）

ビデオ 教育
エ ネ ル ギ ー調 査，廃 棄物 調 査

エ ネ ル ギ ー使 用状 況調査

予備 審査

運用 手順 ・管 理基準 「洗 剤取 ウ扱 い 手 順 1
個人 別資格 ・教育 ・訓練 記 緑

地区廃葉 物取 り扱 い 等 ル
ー

ル 見 直 し

第
一

次審査

電気 ∫ ネ ル ギ ー消 費状況 調 査

教育訓練

　　
・IISOI4m）1 とは ・環境 方 針」

　　
・基 本理 念と基本方針

19991

23467

1112

省 工 ネル ギー促進 ル
ー

ル の 設定

教育訓練

　　
・実 地審査 に つ い て，環境力針の 説明，自己チ ．匚ック

　　 ・緊急対応，排水他

　　
・審 査対 応時 の 注意 事項

「実地審査 旧 部門 の 記録 チ ェッ ク

実地 審査

認証 取得

定期環境内部監査 の 実施

定期 マ ネージ メ ン トレ ビューの 実施

98年環境 負荷削減 活動状 況

サ ーペ ーラ ン ス 対 策

運用手順 ・管琿 基準 1廃紙 リサ イ ク 1レ手順」

　　
・廃 紙 リサ イ クル 活動 展開に つ い て

第 1 回サ ーべ 一ラ ン ス

環境 方針

電力 量 削減対 策

　　 ・照明器具調査

第 2次審 査

20001

2458911

運用手順 ・管理基準「社有車燃料削減手順」

教 育訓「練

　　 ・廃 棄物 の分別 の撒 底 ，自販 機 の缶廃 止 ，リサイ ク ル 方 法

　　 ・省 エ ネ教育電気

第 2回サ ーべ 一ラ ン ス

内部環境監査

環境 会議

教育訓練「環境 マ ニュア ル 改正他」

サ ーべ 一ラ ン ス

教育訓練「省 エ ネ 教育 」

消火 訓練

200114571011教育訓練「環境 マ ニ ュア ル 改正他」

教育訓練「省エネ教育」

環境 マ ネージメ ン トプ ロ グラ ム

教育訓「練

　　 ’環 境 マ ニ ュア ル 改刮 教育 ，鉤 田年度 EMP 教 育

教育訓練「食堂 ボ イラ
ー
管理 1

教育 訓練 「省 エ ネ 教育 1
環境 マ ネ

ー
ジ メ ン トプ ロ グラ ム 見直 し

消火訓練

緊急 事態 対応 訓練

20021

446

1Dl2

教育訓練「ゴ ミ分別と リサ イク ル 教育 他 1
更新 審査 時 の注意事 項

更新審査

寅新 審査 報告 書

駐車場油 漏れ 緊急対 応訓練計画

環境マネージメ ン トプ ロ グラ ム

教育訓「練

　　 ・2D 2年 度 EMP 教育

　　 ．廃 棄削減，リサ イク ル ，省 エ ネ ・排水水質 管理 教育

環境 マ ネ
ージ メ ン トプ ロ グラ ム 見直 し

教育 訓練 「食堂 厨 房小 型 ボ イ ラ ー管理 基準 教 育」

消火訓練

の 予備環境調査が 行われ た．こ の 調査で は ，   使用 エ

ネ ル ギ
ー

の 種類 と量 ，   発生 す る廃棄物 ，   使 用 素材

の 種類 と量 ，   大気放出，排水 の 際 の 汚染物質 の 種類

と量，  可視影響 ，   製品 の 梱包 ・輸送 ，
エ ネ ル ギー

消費，資源活用状況 などの 基礎デ
ー

タの 把握 が 行 われ

た．

　環境側面 の 特定 の た め の ワ ーク シ ート （表 7 − 1 ）

で 概要示 し ， 詳細は環境側面抽出シートを 用 い て ， 工

程別・設備別 に 作業内容 と現状 の 対応 の 把握 を行 っ た．

給食部門で の 環境側面抽出に よ る データ の
…

部を以下

に 示 す．表 7 − 2 は，供食サ ービ ス 工 程 の 抽出 シ ー ト

で あ る．工 程別に作業内容に っ い て設備 ・什器等と使

用
・排出の 環境側面 をあげ，現状 の 対応 を記 して い る．

　表 7 − 3a ， 3b は ，
エ ネ ル ギー使用状況調査 で ， 電

気 ・ガ ス ・燃料別に，使用機器名 と数量，機器 の 消費

量等の 抽 出を した．

　表 7 − 4 は ， 洗剤調査票 で ， 使用洗剤類 と使用 目的 ，

使用量，使用方法，液性 ・成分等 の 抽出を した ．

　次に予備調査結果を踏ま え ， 維持改．善の為の全般的

方針並 び に 行動 の 原則 と し て 環境方針 の 策 定 が行 わ

れ ， 声明書と し て組織の利害関係者全て に 公表さ れ た．

　 日常 の 業務活動 が 環境方針 に合致 して い る こ とを明

確に させ る必要が あ り， 全て の 部門 の従業員 に 環境責

任 を理解 させ
， 環境意識 を向上 させ るため に 効果的な

研修計画を た て ， 教育訓練が 行わ れ た 。内容は，担当

業務 に 関わる環境影響 と改善行動 か ら得 る 環境利 益 ，

シ ス テ ム の 要求内容 に 準拠 した ル ール ど責任，定 め ら

れた作業手順 を逸脱 した と きの 予測 さ れ る結果などで

あ る．

　次 に 教育訓練 に 用 い られた資料 （表 8 ） の
一
部 を示

す．内部環境監査以前の 教育内容は ， 環境方針が 理解

され
， 活動 が シ ス テ ム の 要求 に 適合し

， 効果的 に 行 わ

れ ， 記録 と問題点の 処理 が な さ れ て い る か の訓練 と教

育 で 自己チ ェ ッ ク も行われ る．こ れ らの 教育訓練 は ，

計画 に基 づ い て定期的に繰 り返 し行わ れ ， 全員に徹底

す る よ うに 行わ れ た ．

　次に環境影響項 目の 登録 ， 環境 目的 ・目標が 決め ら

れ た．環境影響審査で は，プ ロ セ ス 審査すなわ ち物 の

流れ を考慮 し行わ れ る た め ， イ ン プ ッ ト（エ ネ ル ギー
，

素材，水，その 他の 資源） とア ウ トプ ッ ト （製品，副

製品 ， 固形廃棄物 ， 廃水 ， 大気汚染 ， 騒音 ， 振動 ， 悪

臭，ダス ト，可視影響） の 把握が 必要 で ある．

　導 入 年 の 1998年 は ， 環境方針 に 示 さ れ て い る  廃棄

物 削減，  省 エ ネ ，   排 水量削減 を目的 と して 活動 し，
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表 5　事業所及び給食旋設 の 概要

業 　 　種 トラ ク タ 製造業

主要製品 ホ イ ル ロ ーダ，
フ ォ

ーク リ フ ト

名　　　称 T 株式会 社 R 工 場

所　在　地 茨城県

資　本　金 7，334．000千円

年 間 出荷額 19，100，000千 円

事

　

　

業

　

　
　

所

敷 地 面 積 257，0 OIn2

従 　 業 　 員 368名

建築物 の 棟数 8棟

建 物 の 概 要 建 築 面積 42，800m ビ

延べ 床面積 46，000mZ

事 業所 内緑地 845，000m2
緑 化 面 積

緑地 面積比 率 32．90％

給 食 施 設 厚生 棟 2階 （約670m2）

給 食経 営形 態 委託契約補助金 制

施設 ・設 備 貸与

什器 設備 貸与

営業 日数 月間約20日

食事回 数 昼 食 1回 食

月間給食数 約 6，000食

供食形態 変形 カ フ ェ テ リア ノ∫式 ・セ ル フ サ
ービ ス

給 食 運 営
献立 変形 サ イ ク ル メ ニ ュ

ー

従業員 9 名

食 費 精 算 食券 制

食材調達 専門業者 ， 市場 購 入

食器 洗 浄 コ ン ベ ア タ イ プ 自動食器 洗 浄 器

廃棄物処理 処理 業者及 び施 設 分 別処理

平 成1〔1年 5 月 現在

表 6　事業工 程 及び使用 ・排出工程

事 　業 　工 　程

食事 ・栄 養計画 → 献立作成 ・食材 の 購 入 → 食 材 の 検 収 ・計量→食材 の 保管 ・保存→下処 理→本 調 理 → 盛 りつ け ・配膳→

供食→喫食 → 下膳 → 残飯
・
残菜処 理→食器 ・器 具の 洗 浄 ・殺 菌 → 食 器 ・器 具 の 保 管

エ ネル ギーの 使 用工 程

電　　　　力 ：機械 （30％ ）

L 　P　ガ ス ：60％

電 灯 ・その 他 ：10％

排 　 出　一L　程

  生 活 排 水 ＋ 消毒 ・殺 菌→排水処理 設 備

  食 材 購 入 → 段 ボール 箱 ・ビ ニ ール ・発 泡ス チ ロ
ール ・瓶 ・缶 ・ゴ ム ・プ ラ ス チ ッ ク 容器 ・木枠

・
紙袋 → 分別 処 理

  厨芥物→業者 回収

  廃 油 → 業 者 回収
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表 7 − 1 調査表

環境側面 の 特定の ため の ワークシ ート

環境側面

　番号
活動領域 大気 水質 廃棄物 土 壌

生活

妨害
生態系

過 去 の

活動

現 在 の

活動

計 画 され

た 活動

通 常の

運転

通 常 で

な い 運 転
事故

直 桜的

な側面

問接 的

な側面

工 程   献 立f乍成 o O
⊥ 程  食材の 購入 ら） （⊃ o ⊂）

工程   食 材の 保管 ・保存 0 0 ○
工程  下処理 0 ⊂） O （つ ○
⊥程  本調理 O ⊂） ○ 0 O
工 程   拱食 ○ ○

丁 程  卜膳 ○ ○ ⊂）

工 程  食器 ・器具の 洗浄
’

○ ○ ○
殺 菌・保 管

工 程  そ の 他 ¢ ○

廃棄物や省 エ ネで は ， それぞれ処理量 ・使用量 の 把握

と自主活動目標1G％ 削減を 目標に し ， 排水量 は前年比

20％以上削減 を目標 と して い る．

　当給食部門で は ， 喫食者の 食 べ 残 し と調理 に よ る残

飯残菜量，可燃 ゴ ミ 類 ， 廃 プ ラ・ビ ニ
ー

ル 類 ， 洗剤類 ，

漂 白殺菌剤に つ い て の データ把握を行い
， 継続的な管

理 活動 を行 っ て い る．

　次 に環境 マ ネジ メ ン ト ・レ ビ ュ
ーが行 わ れ ， フ ロ ー

チ ャ
ートに 従 っ た 活動 の 推進 で 1999年 2 月 に 認証取得

した．

2．シ ス テム の 運用 と結果および有効機能

　 シ ス テ ム の 運用 に は，審査機関が 常時監視す る 主 旨

に 沿 っ て
， 明示 ， 実施 ・記録 す る こ とが 必要で あ る．

　 S 社で は ， 喫食者の食べ 残 しや 調理 に よ る残飯 ・残

菜量 の 調査 を給食開始当初か ら実施 し記録し て い る．

　表10は ， 1998年か ら 2002年まで の 1 日平均残飯 ・残

菜量 を月別 に 喫食残 と調理残 で 表 し た もの で あ る．喫

食残で は ， 1998年に 5．3± 〔L54 （kg），2002年に は4．5±

O．71（kg）と約15％ の 減少 で あ る．調理 残 で は ， 1998年
に 17．8± O．72（kg ）だ っ た も の が 約 38％ 減 の 1Ll ±

1，D8（kg）と な っ て い る．また，喫食残 と調理残の 合計

 

 

で は，1998年に は 23．1±0．88（kg＞，2002年に は 15．6±

1．46（kg）と約 3分 の 2 に 減少 して い る．

　図 3 は ， 残飯 ・残 菜量 の 月平均を喫食残 ， 調理 残 ，

合計残別 に 年次推移 で 表し た もの で ，合計残 が 1998年

に 458kg で あ っ た もの が 2002年に は 323　kg， 喫食残

が 1999年以降横ば い ，調理残 が 減少 して い る．図 4 は，

残飯 ・残菜量 の年次推移を表 した も の で ， 1998年に は

5，494　kg で あ っ た が ，2002年 に は 3，876　kg と約 30％

の 削減 で あ る．また ， 調理残 と合計残 （r ＝ 0．999p ＜

0． 01）と に 強い 相関が み ら れ ， 調理残 が 多けれ ば合計

残 も多 い ．しか し，調理残 と喫食残 ， 調理残 と合計残

とに相関傾向は あ っ た が 有意水準 に は達しなか っ た．

また，食数 と の 問 に は ，
い ずれ も相関は み られ な か っ

た．

　 また，表 11は ， 1食 当た りで み た 残菜 ・残飯量 で あ

る．1998年は ， 喫食残 18。Og，調理残 61，3g，合計 79．3

g，2GO2年 に は ， 喫食残 16．7g ，調理残 41．1g ， 合計 57．8

g で ， そ れ ぞ れ 喫食残 1．3g，調 理 残 20．2g
， 合計 21．5

g の 減少 で あ る．合計 を100と した 場合の構成比 で み る

と 1998年は喫 食残 22．7％，調 理 残 77 ．3％ で あ る が
，
2002

年は喫食残 28．9％ ， 調理残71．1％と な っ て お り， 喫食

kg6000

400300200100o98

年　　99 年　　00 年　　01 年　　02 年

　　　』蚕…璽韋
一■一調理

一
三≡＝否訐

1

図 3　 残飯 ・残菜の月平均の 年次推移

50004000300020001000098

年　　99 年　 00 年　 Ol 年　 02 年

　図 4　 残飯 ・残菜量 の 年次推移
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一
事業所給食施 設にお け る IS．　014001 の 導入 と給食 運営 に関 する研 究

表 7 − 2 調査表

【環境側面抽出シー
ト
・工程別，設備別用】

対 象 職場 ・設備 ：食堂

　　　　　　　　供食 サービ ス 工 程 （6 − 2）

日付

作成者

H ！e　 5　 7

作　業 内　容 そ 　 の 　他

工 程，設 備 設 備，什 器，等 環 境側面 （使 用，排出，他） 現 状 の 対応 備考

  食 晶の 保管
・
保存 冷蔵庫 電気 開閉回数 の 削減

冷凍庫 電 気 外 気温 度 の 調 整

食品 庫 換 気 扇一・騒 音 ・臭気 換 気 に よ る調 整

扇風機 ・電灯

  下処理 手洗 い 殺菌消毒手洗 い 石 鹸 プ ラ ス チ ッ ク容 器

（シ ャ ボネ ッ ト
率
　 5kg ／月） 排出

殺菌消毒剤 同

（逆 性石 鹸 　 1 〃 月 ）

工 タ ノ
ー

ル 調整剤 同

（ア ル ペ ッ ト E ＊ 5 創 月）

ペ ーパ ー
タ オ ル ゴ ミ焼却

（2 束／月）

洗米 機 電気
一
水 排水

ピーラー 電気 ＋ 水 排水

騒音発生

フ ードカ ッ ター 電気 ＋ 水 騒音発生

一 汚 水 （洗 浄）

臭気 （食材）

厨 芥 物 業者 回収
串

（400kg／月）

  本調理 換気扇 電 気 騒 音発 牛

炊飯器 電 気 ＋ ガ ス ー水 蒸 気発 生

炊 飯 ネ ッ ト使 用

（12枚 ／年 ）

炊 飯 シ ート使 用 焼却 ゴ ミ

（6枚 1日）

コ ン ベ ク シ ョ ン オープ ン 電 気

ナ フ ロ ン シ ート 分別 ゴ ミ

（6枚 1年 ）

フ ライ ヤー 電 気 ＋ ガ ス ＋食用油 → 廃油 廃油 乳化 処 理 剤

（廃 油 　 100 創 月） （油
一

ボ ソ 使 用

5 群 月 ）

油 粕 揚 げ使 用 替 え網 ↓

（2枚／年） 排 水

国転釜 ガ ス

点火 ラ イ ター使 用 分別 ゴ ミ

（チ ャ ッ カ マ ン 　 3 本 ）

＊ シ ャ ボ ネ ッ トの成分 ＊ 逆性 石 鹸 の 成分 ＊ ア ル ペ ッ トE の 成分 ＊ 回 収業 者 ＊ 油
一

ボ ン

イソプロ ピル メチル フェ ノ
ー
ル 塩化ベ ンザル コ ニ ウム エ タ ノ ール コーヨー建設  ア財 ン系界面活

エ デ ト酸 塩 グ リセ リ ン 脂肪 エ ス テ ル 週 2回 齢 配合

緑色201号 グ リセ リン 〔400kg1 月） （中性〉

緑色 204号
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 7 − 3a 調査表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ ネ ルギー使用状況調査表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ISO14001 省 エ ネ
．
部会

貴職場 で の エ ネル ギ
ー

を使 用 して い る機器 に つ い て 下記 に 記入 し ， 期 限 まで に 担当 に 提 出して くだ さ い 。

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　N ｛〕．2 − 1

電 　気　使 　用　機 　器 消 費電 力 数量 電 気使 用 機器 消費電 力 数 量

電 　気 照 明 設備 　 　 　 　 蛍光 灯 20W 2

同 40W 19蛍光灯

水 銀灯

そ の 他
電 球 60W 3

一
般設 備　 　　 　　冷凍冷蔵庫 795W 1 ポ テ トピ ー

ラ
ー D．7kW 1

記 入対 象場 所

厨 房 ・下 処理

事 務 室 ・倉庫

記 入 責任 者

記人 年月 日

　 H10 、8．6

冷凍冷蔵庫 1250W 1 食器 消毒保 管庫 10kW 1

冷 凍庫 1070W 4 解凍 ゆ で 麺機 60W 1

エ ア コ ン

OA 機器

ポ ン プ

溶 接機

電気 ドリル

充電器

工 作機械

冷蔵庫 325W 2 自動食器洗浄機 3．2kW 1

コ ール ドテ
ーブ ル 200W 2 フ

ー
ドプ ロ セ ツ サ

ー 100W 1

コ
ール ドシ ョ

ーケース 340W 2 フ ードス ラ イ サ ー 3．2kW 1

ウ オ
ー

マ
ー

  ．67kW 1 ミ
ー

トス ラ イサ
ー 1．lkW 1

汁 ウ オーマ ー lOW 1 ミキ サ
ー 255W 1

ブ レ ージ ン グパ ン 10W 1 二 槽式洗濯機 450W 1

コンペ クショ ンオ
ーブン 400W 1 小型冷蔵庫 62W 1

ガ　 　 　ス 　 　 　 種 　 　 　類

ガ ス 使用機器
プ ロ パ ン 炭酸 アセチレ ン ジ ェ ッ ト 酸 素 混合 窒素 その 他

ガ　 ス 二 槽式 フ ラ イ ヤ
ー 1．8kg ／h

一
槽式 フ ラ イ ヤ

ー 6500kca】／h

解凍 ゆ で麺機 1．5kg ／h

汁 ウ オ
ー

マ
ー 22800kcal ／h

回 転釜 1．34kg／h

二 段式立体炊飯 器 4．04kg ／h

ブ レ
ー

ジ ン グパ ン ／．29kg ／h

コンベ クショ ンオ
ーブン 14000kcaレh

ガ ス テ ーブ ル 616  Okcal／h

燃　料 　種 　類

便 用機器
ガ ソ リン 軽油 灯油 そ の他

燃　料 普通 自動車

保 冷車 ｝…

＊ ガ ス ・燃料 の記入 方法

使 用 機器名 を記入 し種題 の欄 に数量 を記入 し

　て くだ さ い ．そ の他の 欄に は種類 も記入 願 い

　ます．
＊ 用 紙が 不 足 す る と 思わ れ る 場合 は 事 前に コ ピ

　
ー

し て くだ さ い ．
＊ そ の他不 明な 点につ い て の問い 合わ せ は お近

　 くの 部会 メ ン バ ーに 聞 い て くだ さ い ．

石油フ ァ ン ヒータ
ー 76 ¢

給湯 ボイ ラ
ー 重油8182
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一

事業所給食施 設 に お け る ISOl4001の 導 入 と給食 運営 に 関す る研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 7 − 3b 調査表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ ネ ル ギー使用状況調査表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISOI4001 省 エ ネ部会

　　　　貴職場 で の エ ネ ル ギ
ー

を使用 し て い る機器 に つ い て下記に記入 し ， 期限ま で に 担当 に 提 出し て くだ さ い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2 − 2

電 　気 　 使 　 用　 機 　 器 消 費電 力 数量 電気使 用機 器 消費電 力 数量

電 　気 照明設備

蛍光 灯

水 銀 灯

そ の 他

．一．・
般設 備 　 　　 　 　エ ア コ ン 780W 1 パ ソ ゴ ン 13DW 1

記 入対 象場所

厨 房 ・下処理

事務室 ・倉庫

記入 責任者

記入 年月日

　 H10 ．呂．6

扇風機 35W 4 プ リ ン タ
ー 60W 1

「司 2ハ V 2 ノ ートパ ソ コ ン 3〔lw 1

エ ア コ ン

OA 機器

ポ ン プ

溶 接機

電 気 ドリル

充電器

［工 個 幾械

電 気 ス ト
ーブ 6〔1（IW 2 プ リ ン タ ー 60W 1

同 800W 2 鉛 筆 けづ り 1〔〕〔lw 1

石油プ アン ヒーター 51  W 1 電 気 ポ ツ ト 760kW 1

FAX 150W 1 電 子 ジ ャ
ー

　6 ¢ 77W 1

チ ェッ ク ラ イ ター 22w 1 同　 　 　 　 1．8 β 45w 1

ワ ープ ロ 65W 1

同 80W 1

ガ　 　 　ス 　 　　種 　 　　類

ガ ス 使用 機 器
プ ロ パ ン 炭酸 ア セチ

．
レ ン ジ ェ ツ ト 酸 素 混合 窒素 そ の 他

ガ　 ス

燃　料 種 　類

使用機器
ガ ソ リン 軽油 灯油 そ の 他

燃 　料

＊ ガ ス ・燃 料 の 記 入 方 法

　便用機器 名を 記入 し種題 の 欄に 数量 を 記入 し

　て くだ さい ．そ の 他の 欄に は種 類 も記 入願 い

　 ます．
＊ 用紙 が不 足 す る と思 わ れ る場 合 は事 前に コ ピ

　ーして くだ さい ．
＊ そ の 他不明な 点 に つ い て の 問い 合 わ せ はお 近

　 くの 部会メ ン バ
ー

に 聞 い て くだ さ い ．
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表 7 − 4　 調査表

　　　　　　　　洗剤調査票

＊ 部署で 使用 1
．
る洗 剤す べ

．
〔に っ い て，記入 し

’
C くた さ い 。

［司答邪署
．
食堂

　回答者

購入 先 用途 ・使用場所 メ
ー

カ
ー・

品 名 容
．
量（単働 月 当た り使 用鍛 便用 方 法 液性 ・成分

．
記

　
入

　
例

L一ロ
ー

洗濯用

聡務 台所

ライ オ ン
．

ス
．一パ ．．1・ッ プ

洗 濯用 合成洗 剤

［．2kglf 瞬〆3 ケ 月 洗剤 を水 に 溶 か し て か ら使 う 弱ア ル カ リ性

界面活性剤，水軟化剤、ア ル カ

リ剤，酵素：μ定 化酬他

1 東京サ ラヤ   布 ll亅，まな板

調理器具

野粟 ・果実類

殺菌

サ ラ ヤ

ジア ノ ツ ク

5kg4 個 まな板 ：30分浸漬洗浄

野菜 ・果実類 ： 3川 当に

希釈 lo 分浸漬後 流水洗浄

次亜 塩 素酸 ナ トリウ ム 5〜6％

2 同 食器 ，調 理器具

洗浄

ツ
．
ナ ヤ

サ ラ ヤ SSM
食器類台成洗剤

L呂 kg2 缶 水で 400借 に希釈

ス ポ ンゾ，た わ し に含ま せて使 用

界面活性剤（［9％ ｝

陰 イオ ン界面 活性 剤

；｛ 同 台所用 ．シ ンク

調理台．調理器具，
食器，レ ン ジ洗浄

及び研磨

サ ラヤ

液体ク 1〆ン ザ ー
5kg ：1個 〆2 ケ月 ス ポ ン ジ に言 よ せ て便 用

床は原液 をか け て ：： す る

弱 ア ル カ リ性

研 磨 剤 〔45 ％ 〕

界 面 活性 剤 〔5％ 〕

陰・f オ ン界 面活性 剤

4 同 古布 rl亅、タオ ル

布 巾

洗浄

サ ラヤ

ふ きん ク リ
ー

ナ
ー

5kg3 個！ 2ケ 月 水で 1闘倍 に 希釈 ア ル カ 1ノ性

界面 活性剤

ア ル カ ワビ ル ダ
．一

5 同 食器 ，調理 器具

漂 白，除菌 ，除 臭

サ ラヤ

酸 素糸 標 白剤

1kg3 個 40．、・SO℃ の 湯 に 溶 か し，鉤 分浸演流水で

洗浄

ア ’レ カ リ性

過炭醸 ナト リウ ム 〔酸拜ξ系〉

界面活性剤，炭酸塩

b 同 于指

殺菌消毒弔 洗 い

サ ラヤ

シ ャ ボネ
・アト

5kg1 個！6 ケ 月 水で 7 −−10 倍希釈

専用 容器 で 使用

イ ソ プ ロ ピ ル メ チ ル フ ェノ ．一ル

エデ ト酸塩

緑色2【ll号，緑色2工14号

7 鞠 光ク リ
．．．

ン エ イ ド 食器洗浄機用 ア デ カ

ウ オ ・アシ ュメ ．イ ト LN25k

犀 2個 濃度設定 を行 っ た専用の 供給装置に よる

標準使用量 1｝．ト 〔〕．3％

ア ル カ リ性

水酸化 カ リウ ム ，1
ノ ン酸塩

日 薬局 手指消毒 ・殺薗 逆性 せ っ けん 500m ε 1本n 年 水で 川【暗 希釈 塩 化 ベ ンザ ル コ ニウム

ユoW 〆V ％水 溶 液

9 同 厨房 ・機器
・床

油汚 れ

苛政 ソ ーダ 50094 本！且年 湯 に 溶か し使用 水酸化ナ トリ ウ ム

lo オ オ ウラ 使用済食用油

廃油乳化処理剤

凵本サ ン タ ッ ク  

汕一ボ ン

500m21 木 廃 滴 1 ¢ に対 し水 ］ε と湘 　
．
ボ ン 50m ε

を注 ぎ，混 合 し．乳 自色 に な り水 と な じ

んだ ら流 づ

中性

アニオ ン 系界面活性剤

配 合剤 〔10D％ 〕

表 8　教育資料

　　　 T 株式 会社

ISOI4001 認証 取得活動

R 工場　環境万竍 自己 チ ェック哨 目

9呂年 度部門環境改善噴目・
キ ッ クオ フ　 　　　　　　　　　　 9呂．：弓．3．
・
予 備審 査 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9呂．9．7．〜8．
・文書審査　　 　　 　　 　　 　 9呂、H 、9．〜IO．
・内鄙環 境 霊 脊　　　　　　　　　9呂．H ．19．〜26．
・マネ ジメ ン ト レ ビ．し一　　　　　　 9呂．12．21
・
実 地審査　　　　　　　　　　　　99．1．19．〜22、

・
可燃物 ・廃プ ラ 類 の 削減

・紙類 ・廃プラ
・
木材等の リサイ ク ル 推 進

  資源 の 有効利用 を図る ため に，廃棄物

　 の 削減 と リサ イ ク ル の 推進 に野 め ま

　 す．
  地球 温 暖化 防止 を図 る ため に，生 産活

　 動 に 供する エ ネ ル ギ
ー．．

（電気、ガ．ス燃

　 料〕の 削減 に 努 め享す．
  省資源 や リサ

．．f タ ル 性 を配慮した 環脆

　 調和型の製品設計 ・開発 に 努め ます．
  用水

・
排水 の継続的改善 を図 P、コ暢

　 排水 の 水質管理 向 ヒに努め ます ，
  環境関厘の 法律，霞 ヶ 浦水質 に 関超す

　 る条例や 匝足 お よびその 他の要求弔項

　 を遵守す る と とも に．技術的 ・経済的

　 に 可能な範囲で，一・層の 環境保全に取

　 り組 み ます．
  環境 教 育お よび啓 発活 動 な ど を通 して

　 環境 に 関 す る意 識 向⊥ に 努め ます ．
　 　　　　　 19弼 年 Ll月 川 日

　 　　　　　 R工 場　環境管即 統括者

咫年 度部 門環 境維 持 管 哩項 目

＝」環境方針 を知 って い ますか ？

口 あなた の 仕事 の 環境影響 は何で すか ？

□ あな たの 取 ワ組む環 境改 善 1よ何で す か ？

［ 1あな たが 実施 した こ と の 記 録 が あります か ？

　 それ は ど こにあ ワます か ？

凵手順を守 らな か った 場合，環境 に ど” よ うな

　影響を与 えます か ？

口 緊 急事態発生時，あな た は何 を し ますか ？

所属 ：

氏名 ：

環境 方針 計　 画
実施 扣 よぴ

　　 運用

継続的改善

・
照明

・
空調

・
事務機器など の 電力削減

・排水の水質管理 向上

軽営者による

　 　 見直し

点検 お よび

　是
．
1ト処置
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表10

　　　　　　
一

事業所給食施設 に お け る工SOI4001の 導入 と給食運営に関す る 研究

1 日平均残飯 ・残菜重量

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 平均 標準偏差
．

98年 5．O4 ．95 ．35 ，05 ，96 ．15 ．85 ．25 ．95 ．14 ．84 ．363 ．35 ．3 0，54

99年 4．44 ．33 ．74 ．14 ．54 ．86 ．15 ．85 ．44 ．74 ．24 ．456 ，44 ．7 Q．71喫

食

残

OO年 4．64 ．14 ．34 ．14 ．54 ．75 ．45 ，35 ．34 ．44 ．o4 ．755 ．44 ．6 O．49

01年 3．83 ．94 ．14 ．44 ．54 ．86 ．05 ．45 ．14 、74 コ 4．255 ．64 ．6 0，64

02年 4．54 ．04 ．33 ．74 ．44 ，96 ．05 ，54 、84 ．43 ．64 ．054 ．14 、5 0．71

98年 17、4i8 ．918 ．117 」 18．517 ．318 ．417 ．416 ，8 ］7．518 ．8172213 ，417 ．8 0．72

99年 12．120 ．1ll ．812 ．412 、9 工4，413 ．813 ．413 ．212 ．813 ．813 ．7164 ．41 ．3，7 2．16調

理

残

uo年 12．311 ，612 ，014 ，215 ．216 ．412 ．413 ．714 ．313 ．412 ．713 ．3161 ．513 ．5
　 　 　 …
1．40

Ol年 12．5ll ．712 ．713 ．813 、513 ．212 ，911 ．6ll ．912 ．513 ．312 、8 ユ52．412 ．7 0．7 

02年 12．512 ．1ll ．9lL51 〔｝．911 ．312 ．710 ．59 、8 ユ0．49 ．69 ．8133 ．0ll ．1 1．08

98年 22．423 ．823 ．422 、ユ 24，423 ．424 ．222 ．622 ．722 ．623 ，621 ．5276 ．723 ．ユ 0．88

99年 16．524 ，415 ，516 ．517 ．419 ．219 ．919 ．218 ．617 ．5 ］8．0 ］．8．122   ．918 ．4 2．28
合

計

00年．16．9 】．5．716 ．318 ．319 ．721 ．117 ．819 、019 ．617 ，816 ，718 ，0216 ，98 ．1 1．57

01年 16．315 ，616 ，818 ．218 ．018 ，018 ．917 ．o17 ．017 ．28 ．O17 ．0208 ．O17 ．3 0．92

｛12年 17，016 ．116 ．215215 ．3 ／6．218 ．716 ．014 ．614 ．813 ．213 ．8187 ．115 ．6 1．46

単位 ：kg

表111 食当た りの残菜 ・残飯量

98年 99年 oo年． 01年． 02年

月 喫食　　調理　　合計 喫 食　 　調理 　　合 計 喫 食　 　調理 　 　合計 喫 食
．
　 調 理 　　合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
喫食　　調理 　　合計

117 ．4　　　　　60．0　　　　　77．415 ．3　　　　　42．0　　　　　57．313 ．6　　　　　3呂．3　　　　　5i．913 ．2　　　　　43．2　　　　　56，4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
15．6　　　　43．3　　　　58，9

225 ．2　　　　　67．2　　　　　92．415 ．2　　　　70．7　　　　85．913 ．了　　　　38．7　　　　52．413 ．7　　　　　40．6　　　　　54，苫 14．4　　　　43．5　　　　58．0
320 ，1　　　　65．7　　　　　85．912 ．7　　　　40．0　　　　52．714 ，1　　　　　39．6　　　　　53、713 ．9　　　　　43．4　　　　　57．316 ．0　　　　　44 ．1　　　　6D．1

417 、8　　　　59、7　　　　77．414 ．2　　　　　42．8　　　　　57．O13 ．5　　　　　47、0　　　　　60、515 、4　　　　　4呂．4　　　　　63．814 ．6　　　　　45、4　　　　　50．O
521 ．7　　　　66．1　　　　　87．8L5 ．3　　　　41．4　　　　56．715 ．0　　　　　50．8　　　　　55．815 ．7　　　　　4了．1　　　　　63．816 ．1　　　　　4D．3　　　　　56．覗

62D ．1　　　　　59．7　　　　　79．715 ，6　　　　47．4　　　　63、り 16、9　　　　59．2　　　　76．117 ．2　　　　　47．5　　　　　64．71 ア．7　　　　41．0　　　　58．7
715 ．0　　　　　53、1　　　　68．219 ．1　　　　43，4　　　　62．517 ，邑　　　　　40，了　　　　　58、521 ．8　　　　47，2　　　　69．021 ．2　　　　　45．1　　　　　66．3

817 ．2　　　　　70、9　　　　　88，1 ／6．9　　　　45．1　　　　62．017 ．7　　　　　45．7　　　　　69．418 、1　　　　　3B．8　　　　　56．920 ．2　　　　38．6　　　　59．8
917 ．5　　　　57．4　　　　74．918 ，5　　　　　47．2　　　　　55，618 」　　　　　49．2　　　　67、317 ．3　　　　　40，3　　　　　57．61 呂．D　　　　37．1　　　　55．D
1014 ．9　　　　　54．6　　　　　69．415 ．】　　　　41」　　　　　56．215 、5　　　　　47．9　　　　　63，415 ，5　　　　　41．0　　　　　56，416 ．3　　　　　38．4　　　　　54　．6
n14 ．B　　　　　66．0　　　　　80，814 ．0　　　　　45．7　　　　　59．613 ．6　　　　　43．4　　　　　57．014 ．4　　　　　40、9　　　　　55．314 ．8　　　　　39．2　　　　　54　．0
121 ・』．S　　　　55．4　　　　70．214 ．3　　　　45 ．1　　　　 59．415 ．6　　　　　44 ．8　　　　　60．414 ．3　　　　　43 、9　　　　　5呂．215 ．1　　　　37．5　　　　52．6

合 　計 216．4　　　735．8　　　952．2 ユ86．1　　　551．8　　　737．9185 ，1　　　545．2　　　730．5190 ．5　　　522．⊥　　　712．6199 ．9　　　　493．5　　　　693 ．4

平 均値 18．0　　　　61．3　　　　79．3 王5．5　　　　　46．0　　　　　61．515 ．4　　　　45．4　　　　60．815 ．9　　　　　43 ．5　　　　　59．4 ／6．7　　　41．1　　　57，8

構成比 （22．7）　　（了7、3）　　　（1  D） （25．2＞　　　（74．8＞　　　（100） （25．3）　　　〔74．アリ　　　（100） （26．8）　　　（73．2〕　　　（100） （2呂．9｝　　　（71、1）　　　〔100〕

最 大f直 25．2　　　　　70．9　　　　　92．419 ．↓　　　　　70．7　　　　　85．鹽 18．1　　　　　59．2　　　　　76．121 ．8　　　　48 ．4　　　　69．  21．2　　　45．4　　　66．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

最 小 値 14．8　　　　　53．1　　　　　68．212 ．7　　　　40．0　　　　52．713 ．5　　　　3B．3　　　　51．913 ．2　　　　　38．8　　　　　54．314 ．4　　　　　37、1　　　　　52．6

単位 ：9 （％ ）
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表12 廃棄物量の 年次推移 と削減率

可燃 ゴ ミ類 廃 プ ラ ・ビニール 類 段ボ ー．ル
〔蜘 〔袋｝ 〔脚

98年 99年 DD年 田年 1〕z年 闘 年 99牢 OD年 〔自1年 02年 ⊃8年 99年 oo年 nl 年 03 年

1 月 9   昌．［11 〔115 9、07 ．o3 ．o3 ．ヨ 196212159132

2 月 905 ．uzolo 10．［1b 」］ 3．o3 ．o ］5815 石 191 ］］鼠

3 月 7i， o』 1520 9．D7 ．0202 ．り 18217125918 ア

4 月 70o 』 z 〔｝ 15 お D9 冂 153 ．3 ど8425417914 巨

5 円 7D6 ．01 、O10 9．ll7 ．ll2i ， 3．け 263223209 ユ55

6 同 呂 1｝ 51 ］ 15311 lo．o603   2．0 z「呂 226175hO

7月 70301010 呂 昏 旨．D354 ．0 2352LO17 δ 2〔K伽

8月 S、D2 ．32 ．220 6nll 』 33z5 1臼8L η N213 上

9 目 12．口 ＆．【〕 332 、D2 〔11 暉』 呂』 4．o31 〕 4021620221114 三 180

LO月 Nll9 、0252 ［1loL5 〔〕 7n504 ．o2 ．0223215288 ビ252115

11月 lLo8 』 2．u ビ．51D14 ．〔〕 7 』 4、o3 』 4．o2172 玉422 ：1172167

L捐 m 、07 ．〔12 ．5z ．oz ．〔112 ．O6 ．03 ．3 ヨ：｛ き o2 τ1200195120165

合計 】7．1］ 93．04962 ［1．719 ．ひ 57 〔〕 97．o 蒔5、333 ．636 ．L86 ア 2、605Z 、544z ．1・191 、93了

目標値
12006 〔1 〔15 ， 0

△ 2％

570

△ 4％

L羽 O72 ．D71 ．0
△ 2％

h8 〔〕

A4 ％

2．53z2 ．4s］ 2，43L
　 △ 2％

2．334
　△ 4％

差　 異
一zア 一m 一：絽 一32 一477 一37 一32 7363 齷 z 一3田

肖II減率 一2z　5％ 一167 ％
一64．4％ 56、］％ 一32．6％ 一9．7％ 一52．1％ 471 ％ と．go ％ 250 ％ 一11』 ％ 一17．D％

残 が 上 昇 し，調 理残が 減少す る と い う構成比率 に 変化

が み られ る．

　調 査期 間 で 1食当 た り の 喫食残 が 最 も多 か っ た の は

1998年 の 25．2g で ， 最 も少 な か っ た の は 1999年 の

12．7g で ， 約50％もの 差が あ る．ま た，調理残で は 1998

年 の 70．9g が最大 ， 2｛〕02年 の 37．1g が最小 で 52．3％

の減少で ある．合計残 で み る と1998年 の 92．4g が 最 も

高 く，最 も低 か っ た の は 2000年 の 51．9g ， 次い で 20e2

年 52．6g で ， 1998年 と2000年で は，39．8g の 差 が み ら

れ る．

　表12は ， 廃棄物量 の減量 目標 と実績 ， 削減率 の 推移

を示 した もの で あ る．可燃 ゴ ミ類 と廃 プ ラ ・ビ ニ ール

類 は ， 指定配給袋 （125cm × 79　cm ）の 枚数 で，段 ボー

ル は 枚数 で 計量 さ れ て い る．目標値 は ， 計画時 の 実績

をも と に 10％削減を目標に実施 した 数字を ベ ン チ マ ー

ク と し，事業所全体 の 目標と して 2001年 は前年 の 実績

か ら 2 ％減 ，
20G2年 4 ％減を 目標と し て決定 さ れて い

る．

　可燃 ゴ ミ で は 2001年 に 64．4％ ， 2〔｝02年に は 56．1％ の

削減率で 目標値よ りか な り削減さ れ て い る．廃 プ ラ ・

ビ ニ
ー

ル 類 で は，2001年 52，1％ ， 2002年47．1％ と可燃

ゴ ミ同様 に 約50％減少 して い る．ダ ン ボー
ル は ， 2001

年ll，6％，2002年17．0％ と他の 廃棄物よ りは ， 削減率

が低 い ．ダ ン ボール ，廃 プ ラ ・ビ ニ
ー

ル 類，可燃 ゴ ミ

類 は相互 に （r ＝0．999p ＜ 0．001）の強 い 相関が あっ た

が ， 食数 と の 間 に は 相関 は み ら れ な か っ た．

　図 5 は，洗剤類 の 年次推移で あ る が特に減少傾向は

み られ な い ．食数 と食器洗剤 （r ＝O．869p く 0 ，01｝， 布

gook7600500400300200loo098

年 99 年 　 　 00 年　 　 Ol 年 　 　 02 年

　　　　 図 5　 洗剤類の 年次推移
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事業所給食施設 に お け る ISOI4001の 導入 と給食運営 に 関す る 研究

巾洗剤（r＝〔1．762p く 0．05），とは相 関が み ら れ ， 食数

が 多 くな る と食器洗剤 と布巾洗剤が多 くな る．また食

器洗剤と布巾洗剤 （r＝O．876p 〈 0．01）に相関 が あ り，

食器洗剤が 増え る と布巾洗剤も増 える． 1食当た りの

洗剤類の 重量 （表 14） で は ，食器洗浄機用 の 洗剤 と 液

体 ク レ ン ザーが や や増加の傾向を示 して い る．また 洗

剤類 を 合計 して み る と1999年 9．36g で あ っ た もの が

年 々 上昇 し2002年に は 12．09g と約 29．1％ の 増加 が み

られ ， 衛生管理を重点的 に 行 っ て い る こ とが伺 え る．

　表 15は ， 運用手順・管理 基準 と し て 文書化 さ れ た 「洗

剤取 り扱 い 手順」で ある． こ の ほ か，「工場内廃棄物管

理基準」「室内照明管理基準」な ど多数あ る．ま た
， 管

理記録簿 ，マ ネ ジ メ ン トプ ロ グ ラ ム な ど膨大 な文書が

整 え られ て い る．

　 こ れ らの 管理活動 の 展開 に お い て ，給食部 門が 環境

目的 ・目標達成 の た め に 実施 した様 々 な 減量化対策 の

取 り組み の 概要 を表 16に 示す．

　管理栄養士 ・栄養士 の 日常業務の 中の給食運営管理

と環境 マ ネジメ ン ト シ ス テ ム に よる管理活動 とは 共通

す る 部分 が 多数み られ る．残飯 ・残菜量 の 減量化対策

で は ， 献立管理 や食数管理 ， 調理 管理
， 仕入購入管 理 ，

供食管理，食教育や栄養教育な どが 複雑に関連 し ， 廃

棄物処理 で は ， 仕入 ・購入管理 ， 調理管理，事務管理

な どが 関わ っ て ， リス ク管理 や コ ス ト管理 を含め た経

営的 な 考 え 方 が 必要 と さ れ ，こ れ らの 実践 が 功を奏 し

て い る．

3， 更新審査の対応

　2〔〕02年 1 月初め て の 更新審査が 行われ，給食部 門 に

つ い て も具体的な審査 が あ り ， 栄養士 と事務責任者が

管理者 として 応答 した．

　審 査 は ， 審査 機関 が 常時監 視す る 四 大項目に 沿 っ た

活動 の 内容 と経過 に つ い て，デ
ー

タの 記録，文書や資

料 の 提示 ，口 頭試問 が 行 わ れ た ．そ れ らの 項 目 と質疑

の 内容 を表 17に 示す．主た る 質問事項 は ，   残飯 ・残

菜 に つ い て ，  ゴ ミ処理 に つ い て ，   廃油 に っ い て ，

  洗剤 に っ い て ，   教脊訓練 に つ い て ，   記録 に つ い

て の 内容で あ っ た ．

　審査 の 内容 は，ISO14001 の 実施 に お け る そ れ ぞ れ

の項目に つ い て の 目的や 方法 ， 目標値 ，運用，結果，

効果 ， 機能 な ど と そ れ らの 実施 と継続の 証 拠 と な る 記

録文書の提示 に よ る返答で あ っ た．特に，残飯 ・残菜

に つ い て は，ゴ ミ 処理業者 との 契約内容 と回収 し た残

飯 ・残菜の終末処理 に っ い て と ， 当施設 に お ける処理

方法 に つ い て 重点的 に 説明 を求 め られ た ．また ， 食堂

部門 と して特異 な事項で は ， 残飯 ・残菜を滅ら す為 に

行 っ て い る対策 とそ の 方法や従業員 に 対す る勉強会，

衛生点検な ど と そ の他実施し て い る点検に つ い て の 質

問 と 証拠 の 記録 で あ っ た．

　 2002年 1 月， 審査報告書が 配布さ れ ， 当給食部門 に

関す る 内容 で は，喫食者 の 食べ 残 し残飯 の 回収装置 に

よ る残飯 回収方法 と分離さ れ た排水の処理 に つ い て報

告 され て お り，特 に指摘箇所 もな く無事更新 され た ．

考察

　大手 の 企業 を 中心 に 環境問題 へ の 自主 的 な 取 り組 み

が 急速に進展し て い る．こ の 環境保全 へ の 取 り組み は ，

社会貢献 の
一

環 と し て とい う従来 の 考え方だ け で は な

く， 環境保全を経営方針の 中に組み 込 み 経営戦略 の
一

要素 と し て 扱 っ て い る こ とが 最近 の 特徴で あ る．環境

省 の 「環境に や さ し い 企業行動調査」で は
， 上場企業

の 61．6％ が 環境 に 関 する経営方針 を定め て い る
7 ）．ま

た，関連法律は ， 規制的要素 と して だけで は な く，企

業 の 競争力 の 維持向上 に 不可欠 とな っ て い る場合 も あ

る．環境格付 け に つ い て 「諸外国 で は 環境面等 で の 企

業選抜が行われ て い るの で 冂本 で も必要」， 「企業ブ ラ

ン ドが 確立 し う る の で 必要」と回答 した企業 が 62．6％

に な っ て い る
7）．した が っ て，環境 に や さ し い 商品 や サ

ービ ス を提供 し ， 環境 に や さ しい 企業 で あ る こ とが求

め られ る．T 社に お い て も地域社会 へ の 頁献 だ けで は

な く，製品の 輸出企業と して や 企業ブ ラ ン ドの 確立等

の 観点 か ら環境保全 の 取 り組 み が な さ れ て い る．

　宮野 は，社員食堂 の ISO14001 の 取 り組 み 重点事例

と して 食材 ， 加 工
， 給食提供 ， 廃棄物処 理 の 基 本工 程

の 環 境改善 を あ げ て い る
S｝．当給食 部 門 に お け る

ISO14001 の 取 り組 み は ，T 社 の 組織の
一
部 と し て の 取

り組 み で あ る が そ れ と ほ ぼ
一

致 し て い る．環境 改善 で

コ ス トの 低減 を図 り，経済的合理 性の 追求が給食経営

管理 に お け る 目的の ひ とつ で もあ る．

　低成長期 に あ る 現在 に お い て も経済活動 は ， 大量生

産 ・大量消費 ・大量廃棄型 で あ る ．廃棄物 の 増 大 に 最

終処 理場 の 不足 や処理 方法の信頼性な どの 課題が あ

り， 物資の 循環促進 に よ り環境負荷 の 低減 をす る シ ス

テ ム の 構築が望ま れ る．

　環境 白書 に よ る と
一

般廃棄物の 排出量 は，平成 12年

度5，236万 トン ，国民 1人 1 日当た り 1，132g とな っ て

い る
51
．給食施設や外食産業が出す廃棄物 も多 く， 4兆

円を越す産業の 特定多数人 を対 象 に 食事 を提供す る給
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表 13　 1食当た りの 洗剤類の 重量 単 位 ：（9 ）

食 器 洗 浄 機 用　食 器 類洗浄用 次亜 塩素酸 Na 　漂 白殺菌用　 液体クレ ン ザー
布巾ク リ

ー
ナ
ー

合計

98年
99年
00年

01年

02年

 ．650

．841
．051
．28

工．35

4．133

．022
．723
，  83

．77

3．092
，732
．733

．423
．59

0．46D

．67
〔｝．22

〔）．460
．24

0．860

．630

．841
．07

］．35

1．291

．471

．891
．711
．79

10．489

．369

．4511

，021Z
，09

表14　運用手順 ・管理基準

T 株式会社　R 工場

食は ， 食材の 仕入や調理，商品 の 提供 など企業 と し て

の 行動 を通 じて ， 調理 過程で 発生 す る食材の 生 ゴ ミや

食 べ 残 しな ど を始 め 多種多様 の 廃棄物が で る．

　
一日 当 た りの 生 ゴ ミ排出量 50kg 未満の給食施設が

62．7％ ， 50kg 以上 は37．3％，給食規模別 で は，100食

未満 の 施設 で の 生 ゴ ミ ・残飯は ， 1〔〕kg 末満 ， 100食か

ら500食 に な る と 1G　kg 以上 5｛〕kg 未満 と な っ て い る

と い う 調査 が あ る
9，が ， 当施設 で は ， 1998年 に は ，

23．1±0．88（kg），2002年に は 15．6± 1．46 （kg）の 実績で

給食規模 ， 排出量 か らみ て も削減 に対す る相当の 努力

が み ら れ る．

　松本 らは ， 1999年か ら2000年の認証登録 まで に給食

受託組織 に お け る ISO14001 の 取 り組み で ゴ ミ ・残飯

な どで ユ0％削減 した と報告して い る
1°1．ま た ， 丸山 ら

は ， 2001年に 4 ヶ 月間の 生 ゴ ミの 実態調査 を し， 1 食

当 た りの 生 ゴ ミ量 は 54．4g だ っ た と して い る
1D
．当施
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一事業所給食施 設 に ‡5 け る ISOl4001の 導入 と 給食運 営 に 関 す る 研 究

表15　減量化 へ の 対策

献立管理 ・実 施献 立 の喫食数調査

・予 定献 立 に 組 み入 れ る 回数調整

・在庫品 及 び 消 費期 限 に よ る献立 の

調 整

・レ シ ピ の 見 直 し

食 数 管理 ・仕込 数決定 に 要す る情報 の 収集

・献 立 の組 み 合わ せ の検討

・喫食数 に 関 連す る 要 因の 検 討

調 理 管 理 ・調味粉類 ， 合 わ せ 調味料の 部分的

使 用

残 ・在庫品 の 活 用

・食 材，調 味料，盛 り伺 け 量 の 計 量

飯
の 徹 底

・食材の 扱い に よ る廃棄率の 低 減
疊

・炊 飯 ネ ッ ト，シート使用

残
・調 理 技術 訓 練

・エ コ ク ッ キ ン グの 導 人

菜 仕入 管 理 ・冷凍素材，カ ッ ト野菜の 部分 的使用

・
食材料 の 有効活用

量 ・食材 の 仕 入 目時 の 調 整

・自社 に よる ポ ーシ ョ ン カ ッ ト

供食管理 ・
献 立に よる皿盛 りと 自由盛 りの 区別

・直 前調 理 に よ る 供食技術の 訓練

・追 加 調 理 の 徹 底

食教育
・
個人 の 申 し出 に よ る分 量 の 増減

・導入 に よ る食事へ の 関心 と協 力依頼

・
エ コ 教 育

仕入
・
購入 ・納 入 業者 に 容器回 収協力依頼

・規格 サ イ ズ の 変 更

・詰 め替 え用

・ボ ッ ク ス使 用

廃

調 　 　理 ・テ フ ロ ン シ ート使用

棄
・ス プ レ

ー
油使 用

・保存 容 器使 用 に よ る包材の 減量

物 ・揚げ油 と使用後 の 活 用検 討

事　　務 ・用紙 の 両面使用

。用途 目的別 の 用紙 の使 用

・排紙 の シ ュ レ ツ ダー

そ
水 道

・ガ ス ・ ・空調，竃 灯類 の 使用 時 間 の 削減

電気
・空 調 の 温 度調節

の
・蛇 口 ，レ バ ー

，
コ ッ ク の 開閉 と調 節

他 ・貯水 と流水の 使 い 分け

設で も月 に よ り多少の バ ラ ツ キ が あ る もの の 2002年で

は ， 57．8g と近 い 数値 が で て い る．し か し，丸山 らの

調査 で は，冷凍野菜 ・缶詰 の 使用量 の割合が昼食93．0

％ とか な り高値 で あ る の に 対し ， 当施設 で は，殆 ど地

場産 の 生鮮野菜 を使用 し ， 冷凍野菜 ・缶 詰類 の 使 用 は

約10％で ごくわ ず か で あ る．生 ゴ ミの 排 出は加 工 食晶

利用率 の 程度 で 大 き く左右さ れ る．生 ゴ ミの 減量 の 観

点か ら ， 食材の 形態別使用計画をた て ， 冷凍野菜 ・缶

詰等 の 使用割合 を高め る こ と に よっ て 残菜量の 削減 と

バ ラ ツ キ を 少な くす る こ とは 可能で あ る．しか し， 栄

養 ・食事計画 に 沿 っ て ， 顧客 の 満足度を高め る 食事 の

提供に は ， 食材 の 特徴 を生 か した 購入方法 と食材管理

や 献立計画 を行 う努力に よ っ て，品質 を保持 する こ と

が 必要と考え る．さ らに 廃棄物の 削減に は ， 献立管理

と調理 の 技術 が必要で ， 教育訓練 と効率的 な人 事管理

が 当施設 の喫食率90％ もの 高値 を維持 し ， 効率あ げ経

営 を成 り立 た せ て い る と考え る．

　 ゴ ミ処理 の問題 で は ， 回収費用負担 の 増大 と費用 の

負担 区分 の 問題が あ る．給食施設 で は，全額給食業者

負担 が 37％ ， 委託先全額負担34．1％，回収費用 は ， 50 

食未満 で 月額 1 万 円か ら 3万 円が最も多 く．1 ．00〔〕食か

ら3，000食規模で は 10万円か ら20万冂 で，売上 の 2 ％ を

廃棄物 の 処理費と して 負担 しな け れ ばな ら な い と い う

調査 が あ る
9｝．また，丸 山 ら の 施設で は，市の廃棄物処

理 の 請 負 単価 が kg 当た り25円 で
，

4 ヶ 月 の 月平 均

15，153円．数社 と比較 して もか な り低い 金額で あ っ た

と 報告 して い る 11）．当施設 で は ， 回収費用 は 全額給食

業者 S 社の 負担 で あ り，kg 当た り21円 で 2002年の 月

平 均 の 生 ゴ ミ処 理 量 323kg か ら6，783円 に な る，産業

廃棄物業者の 人件費や物流費用 の コ ス トア ッ プ に よ り

回収費 用の 高騰 が懸念さ れ て い る近年，生 ゴ ミ減量化

と と も に コ ン ポ ス ト化な どの リサイク ル シ ス テ ム の 構

築 を検討 しなければならな い 時に きて い る．

　 特定給食施設 に お ける食事提供 の 調理 過程 で は ，大

量調理 に よ る電気や ガ ス な ど熱源 と して の エ ネ ル ギー

を消費し ， 洗浄過程 で は ，大 量 の 水道水 の 使用 や 界面

活性剤 な どの 使用 に よ る水質汚染 も考 え ら れ る．松本

ら は ， 同調査 で 水道水 の 使用量 1％ ， 螢光灯点灯時間

9 ％削減 した と報告 して お り
1°），吉崎 ら は，給食現場

に お い て の 節水 と 水質汚染など環境保全や作業性 をあ

げ，無洗米 の 導人 に つ い て の 報告 を し て い る
12 〕．当事

業所 で は，部門別 の 水道量 や 消費電力等 の 数値 は ，把

握 さ れ て い な い が ， 事業所全体 と して ，電 気 量 は 11％

削減 ， 水道量 は 30％削減 と い う実績 で あ っ た．
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表 16　更新審査時 の 対応

　　　　　　 更 新 審 査 時 の 質問事項

更 新 審査 日 ：平 成14年 1 月29日

審査応 対 ：栄 養 士 2名，事 務 責 任者

審 査 対 応 ：マ ニ ュ ア ル ・実施 ・教育 ・記 録 に つ い て

1．残 飯 ・残 菜 に つ い て

  残飯 ・残菜 は どの よ うに 処 理 して お ります か ．

  残 飯 ・残 菜 を減 ら し た 目的 は 何 で す か ，

  残飯 ・残菜 を減 らす為 に どの よ う な こ とを して い ますか ．

  残飯 ・残 菜 を減 らす 目標値 は あ り ま す か ．
2．ゴ ミ処 理 に つ い て

  生 ゴ ミ を収 集 した業者 は，そ れ を ど の よ うに 処 理 し て い ま す か 、

  ゴ ミ処 理代 は ど の よ う に な っ て い ます か．

  濾過装置 の ゴ ミは どの よ う に 処 理 し て い ま す か．

  廃プ ラ ・ビ ニ
ール 類 は ど の よ うに して い ま す か．

3 ．廃油に つ い て

  廃油は どの よ うに し て い ま す か．
4 ．洗剤に つ い て

  洗剤は どの よ う な もの を使用 し て い ます か ．

  洗剤 は ど こ に 流れ て い き ま す か ．

  洗浄排水 の 終 未処 理 は ど うな っ て い ます か ．
5 ．教 育訓練 に っ い て

  勉強会 は年何回 や っ て お り ますか ．

  そ の 他勉強会 以 外に は，訓練 な ど ど の よ うな こ と して い ますか ．
6．記録 に つ い て

  退 出時 点 検表 は つ け て い ま す か．

  そ の 記録 は あ り ます か．

  だれ が 点 検 を行 っ て い ます か ．

  食堂部門で は．ほ か に ど の よ うな 点検 を して い ま すか ．
  点検マ ニ ュ ア ル を作 っ て い ます か ．

  業者 との 契約書 は あ りま す か ．

  機器 の 元 栓標 示 は して あ ります か ．

　無洗米 の 使用 に つ い て は，炊飯 工 程 で の
一

工 程の 削

減 に よ る能率，水質汚染 の環境負荷の 削減の メ リ ッ ト

は あ るが ，品質や価格 ， 残食処理等 に課題があ り導入

はされて い ない ，

　ま た ， 給食部門 と し て の エ ネ ル ギ ーや 水 の 削減 は ，

設備 ・機器計画 が 大き く関わ っ て くる と考え る．当給

食施設の 設計 ・レ イ ア ウ トは，使用 区分 や 動線 な ど衛

生面 ・効 率面 か ら1965年当時 と し て は 理想 とす る施設

設備で あ っ た た め，ウ エ ッ トシ ス テ ム なが ら使用区分

や配置等が現在に も通用す る と厨房 ， 下処理室，倉庫 ，

事務室，更衣室な ど主 た る部分 は当時 の ままで あ る．

全体 の 広 さ は ， 670m2 で 月 間約 3 万 食当時 の ま まで ，

供食 レ ーン の
一
部改修や機器 の 新 「日入れ替 えの み の旧

態然 と し た もの で あ る．給食施設 の 建物 の 面積は，調

理室面積 （事務 ・厚生施設等含む ）D．2〜O．3／1食 ， 食

堂面積 （通路，サ ービ ス エ リア 含 む ）1．O〜1．5／1席を

目安 とす る考 え 方 が あ る が
LS ｝，そ れ に よ る と建物の 広

さ は 360〜540　m2 が 適当 に な る．当施設 の建物の広さ

や高さ は 空調 の エ ネル ギー消費や 電灯の 照度の 不効率

に と ど ま らず ， 調理機器 の レ イ ア ウ トや作業動線 ・
距

離 に よ る能率 の 悪 さ や疲労度の 増加，機器 の 性能や 什

器 な ど と食数 と の ミス マ ッ チ に よ る料理 の品質劣化や

水 の使用量 の 増加 な どが 環境負荷の
一

因 に なる と考 え

る．こ れ らを設備計画 と し て 改善を加 え る こ と に よ り，
エ ネ ル ギー効率や 水 の 使用量 が か な り減量 で きる．ま

た電力 の省力化や食事 の 品質管理 や 能率 を 考慮 した 多
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機能 を持 ち合わ せ た機器 の 導入 ， 節水や 循環 装置 を 備

え た 機器 な ど，管理栄養士 ・栄養士 が 厨房設備の 知識

を生 か し， 専門分野 の 情報 の 発信源 と して 設備機器 の

導入 や レ イ ア ウ トの提案 をす る こ と が 環境問題を含め

た 運営管理 に 必 要 と思 わ れ る．

　洗剤類の今回 の調査 で は ， 特 に 減少傾 向は み ら れ な

か っ た が，衛生管理 の 徹底の 必要性と適正 な使用方法

か ら削減す る こ と は ， 食数 の大幅 な変動 が み られ な い

か ぎ り難 し い と考え る，近年，衛生管理 を包含 したア

ル カ リ水や酸性水 の 使用な どが み られ る が 環境 に や さ

しい 対策 で もあ りこれ らの装置に つ い て も ま た情報 の

提供 の ひ とつ で あ る．

　環境 マ ネ ジ メ ン トは ， 環境 の 維持改善 を 目的に 目標

を設定 し，標準化 ， 文書化 な どで 管理活動 を進 め る．

当給食部門 で の 環境 マ ネ ジ メ ン トの 取 り組み は ， 管理

栄養 士 ・栄養 士 が 主軸 と な り ， 日常の 給食 運営 の な か

で管理活動 を推進 して い る．この 取 り組 み は直接的に

は，廃棄物の 減量化や 水質汚染防止 ，
エ ネル ギ

ー
利用

の効率化 な どを図 る こ とで 環境負荷 の 低減を す る と い

う もの で あ る が ，管理栄養士 ・栄養士が管理者 と して

業務の 遂行 に 関わ る 全 て が 給食経営管 理 に 密接 に 結び

つ い て い る と考え る．

　ゴ ミ 処理 問題 で は ， 納 品業者 との 空 き瓶 や 空 き缶 ，

包材の 引き取 りな どの交渉 ， ごみ専用保管場所 の 確保

と分別 の 労働力確保，作業効率の あ る洗浄剤の 使用 ，

メ ニ ュ
ー

の 組み合わ せ や選択 ， 仕込 み 数の 決定など調

理 面 ， 献立面 で の 工 夫，ご飯 の 盛 り加減 と利用者 の 希

望 の 取 り入 れ ，
バ イ キ ン グ方式 の供食 に お け る 分量 の

提示 と媒体 に よ る協力依頼な どの 実施に み られ る よ う

に 管理栄養士 ・栄養士 は ， 給食運営 に お い て
， 食事 ・

栄養計画 の 実施 をい か に す るか 人 ・物 ・金 ・情報等の

有効活 用 と自己 の マ ネ ジ メ ン ト能力や リーダーシ ッ プ

で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を と D，それ ぞ れの 管理 の 中で

結果 を出さ な け れ ば な ら な い ．

　今回 の 管理活動 で は，導入 か ら更新 ・継続ま で ， 仕

事量 の か な りの 増加 と結果 を出すため の 専門性 の 実践

の 要求が み られ た．結果的 に環境負荷 の 減少が み ら れ ，

給食運営が良好に 推移し，喫食率が維持 され て い る こ

と が
， 管理栄養士 ・栄養士 の 給食経営管理 に お け る専

門性の 発揮に よ る も の で あ る と考え る．従 っ て ， 給食

部門の ISOI4001 の 管理 活動 の 強化 に は，管 理 栄養 士 ・

栄養士 が 専門分野 の ス キ ル ア ッ プ を行い
， 給食経営管

理 が 円滑 か つ 効率的 に お こ な わ れ る よ う経営感覚を身

に つ け る努力に係 っ て い る と考え る．

　ま た ， 今回 の 給食部門 と し て の 取 り組 み は，従業員

の 環境問題 に 対 す る意識 の 向上 は も と よ り ， 廃棄物の

減量化が み られ ， 分別 に よ る リサ イ ク ル 等 に 対す る協

力態勢が み られるように な り，日常 の 給食運営 上 の メ

リ ッ トと して 還元 され て い る と思 わ れ る．

　導入 の メ リッ ト を経営 の ツ
ー

ル と し て み る と，  従

業員内部の 統制が とれ ， 管理栄養士 ・栄養士 を含 め た

管理 職の マ ネ ジ メ ン ト能力 が 強化 さ れ た．  経営 に 必

要なデ
ー

タや情報 が ， 記録化 ， 文書化な ど に よ り必要

な 時 に必要 な も の が得 られ る．  報告書 な どの 内容 が

数値化 され，形骸化 が 改善さ れ た．  「標準化」と 「責

任 と権限 」 が 明確化 さ れ ， H 常業務 の 管理， トラ ブル

や ク レ ー
ム の 原因調査や再発防 止対策が 進む よ う に な

っ た．  従業員あ る い は管理職 の 教育 ニ
ーズ の 掘 り起

こ しが容易 に な っ た．

　 ま た，会社全体 の 体質改善や強化 の ための メ リッ ト

と し て   各部門の 業務 の 見直 し，手順 の 整備 ， 情報管

理，教育訓練に よ る人材教育の 強化 ，
バ ラ ツ キ，ム ダ

の排除が 実現 さ れ る よ うに な っ た ．  文書と体系化 が

進み ， 連携が強化され る よ うに な っ た．

　 こ の ほ か ，繰 り返 し行わ れ る教育訓練や 環境 目標 の

達成 は従業員 に 自信が つ き ， 社内が
一

本化 され業務改

革へ の 意識 が 向上 して きた ．

　本研究で は ，

一事業所給食施設 の 給食運営 に お け る

ISOI4001の 導入 と経過 の実態調 査に よ D，管理栄養

士 ・栄養十 の 管理 活動か ら給食経営管理 に お ける 専門

性を検討 した もの で あ るが ，経営的視点か ら ど の よ う

に 取 り組 ん だ ら よ い か ， 取 り組み の 内容 か らわ ずか で

は あ るが示峻 された．管理栄養士 ・栄養士 の給食経営

管 理 に お け る 専門性 に つ い て は ， さ ま ざまな角度 か ら

調査分析し検討 の 必要 が あ り，今後 の 課題に し た い と

思 う．

おわ りに

　人類 の 問題 と し て 取 り上 げられ て い る 地球環境問題

は，私た ち の 効率の 追求 と効率を基本 と し た豊か さ の

追求 か ら環境状況 は改善 さ れ て い る とは 言 い 難 く ， む

し ろ 深刻化し て い る．この よ うな現状 か ら環境負荷 が

少な い 循環型 の 経済社会 シ ス テ ム の 実現 に 国民
一

人 ひ

と りが 個人 の 問題 と し て 具体的な 行動を起 こ す必要が

あ る．

　今回
一

企業 の 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 導入 の 推

進で給食部門の取 り組み の 実態調査を し，導入プ ロ セ

ス と結果 か ら環境負荷 の 削減 と環境保全の取 り組み の
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努力が随所 に伺え た．シ ス テ ム の導入 に は，構築と運

用，効果 と機 能な ど実践 と記録 など， 作業量や文書 の

増加が み られたが経営の ツー
ル と して の メ リ ッ トな ど

も多 く見 られ た．

　ま た ， 管理 栄養士 ・
栄養士 が こ の シ ス テ ム の 導入 に

お い て 取 り組ん で い る種 々 の 管 理活動 は ， 給食経営管

理 と密接な関係が あ り， 管理栄養士 ・栄養士 の 給食経

営 に視点を置 い た専門性 の 発揮が シ ス テ ム の 強化 と給

食運営の改善 に つ な が っ て い くと思われ る．従 っ て ，

これ ら の 取 り組み を通 して 管理栄養士 ・栄養士 の 給食

経営管 理 に お け る専門性 の 具体的内容 が一
部 で は あ る

が 示唆 さ れた．

11）丸山亜沙 美，笠原 あつ 子，三 浦満夫 ：生 ゴ ミ （残

　 飯・残菜量 ）の実態調査 ， 栄養学雑誌 Vol．60．　 No ．

　 5．第49回 日本 栄 養改善 学会 学 術 総 会講 演 集．

　 p249 ， 　（2002＞

12）吉崎 さ や か ，渋谷直之 ， 河合志穂 ， 高戸良之 ， 川

　 野 因 ：給食現場 へ の 無洗米導 入 の 実態 と そ の 取 り

　 組 み，栄養学雑誌 Vol．60．　 No．5．第 49回 日本栄養

　 改善学会学術総会講演集．p248 ，（2002）

13）太 田和枝，平田亜古 ：施設 と設備 ， 改定新版給食

　 管理 ， 第
一

出版株式会社．p 工82，（2003）
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